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研究の背景及び目的

帯鋼補強土壁は導入から約50年が経過し，老朽化した補強土壁の維持管理が
課題となっている．従来の維持管理は目視点検が中心で，土中にある補強材
の劣化の把握には大掛かりな調査が必要となる．そこで本研究では金属補強
材の状態を非破壊で調査する方法の開発を目的とし，磁気探査による手法を
検討した。

期待される効果・応用分野

➀金属補強材の質量と磁場には相関があり，腐食によって質量が小さくなるとそれに伴い磁場も
減少する。
➁コンクリートパネルに補強材を取り付ける前後の磁場の変化をパネル表面から計測できた。
➡磁気探査を用いることで，補強土壁内部の金属補強材の状態観測が非破壊で十分に可能である
。
➡しかしながら，補強材の磁場の初期値を把握する必要がある。
➂ソレノイドコイルを用いた着磁によって補強材が持つ磁場の初期値を統一し，端部と磁場の極
値のずれを無くすことが可能である。しかし，着磁後の保管方法や運搬方法が重要となる。
➃着磁によって総磁場が大きくなったためスマートフォンの磁力計でも測定が可能となった。さ
らに腐食場所に伴う総磁場の変化を確認できたことから，腐食による損耗箇所の特定に有効な手
法となり得ることが確認できた。
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